
令和6年 3月 15日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

 利用者さん達のスキルアップに繋げていきたい

繁忙期には連携先からの要望に合わせた人選が必要があります

真摯にお仕事に取り組んでいたただけるので助かります

管理者名 木村登志晴

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ライオンのめがね 事業所番号 1411902958

住　所 神奈川県横須賀市三春町2-5

電話番号 046-845-9030 対象年度 令和　5年度

地域連携活動の概要

活動場所　鎌倉市雪ノ下18-36　鎌倉　源ホテル

実施日程　令和5年7月より

生産活動　ホテルの客室清掃、アメニティ補充等

利用者数　１日　2名～５名

【地域連携活動のねらい】　

　一般の方と共に働くことで利用者メンバーに自信をつけてもらう

【地域連携活動のメリット】一般就労先の開拓 　

【対象者にとってのメリット】作業の人手不足の解消

【実施した結果】作業指示をしなくても動けるようになった

動く範囲が広いので体力もかなりついたと思います。

【得られた成果】この業務の経験を活かし 

連携先の企業等の意見または評価

【課題点】利用者さんによって向き不向きを早急に見極める必要がある

メモ等も取って下さり勤務態度が全体的に良い

今後に向けて源ホテルのベットメイキング作業にもっと興味を持って頂ける利用者様が増えて頂ければ幸いです

連携先企業名
株式会社　ワライフ

担当者名
奥村

水回りの清掃

掛け布団、シーツの交換


